
ラフカディオ .

ハ
ー ン

【
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J l 泉 入 官】 を藷む 食

『へ る ん サ ロ ン』の 開 催

* 小泉八葺(ラフカデイオ リ ＼ - ン) に つ いて

* 教育紙芝居｢ 稲むらの火｣ から学ぶ
* ｢タオル人形｣ づくりを楽しむ

* 第4 回｢ 文化講演会｣ の 開催
* 他団体との連携

【ラフカディオ ･ ハ
ー ン( 小泉八 妻)】1 8 5 0 - 1 9 0 4 速 鴇】 タオ ル とj蛤ゴ ム で 人 形 づくL)

0 1 8 50( 嘉永3) 年6 月27 日ギリシャの サンタ
･

マウラ島

( 現レフカダ島) 生まれ

( 父) アイルランド人 ( 母) ギリシャ人

0 1 89 0( 明治23) 年4月4 日横浜港に到着

0 1 8 9 6 ( 明治2 9) 年日本に 帰化し｢JJt 泉八雲｣ と改名する

0 1 9 0 4( 明治3 7) 年9 月2 6 日逝去 ､ 雑司ケ谷墓地に 眠る

○再話文学(伝乗 的な民話を文学的に表現し直す)

◎原典｢ A Jivi n g G o d｣ ⇒ ｢ 稲むらの 火｣

◎タオル 人形作家

及 川 丈 夫 氏

タヰ ㈱
コミュ ニ ケ ー ション

ツ ー ルに最適

開 催 地 多 賀 城 市 気 仙 沼 市 石 春 市 仙 台 市

会 場

市民活動サポ ー

トセンタ
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日 時

4 月1 8 日( 土) 1 4 : 0 0

4 : 0 0

4 : 0 0

4 : 0 0

4 : 0 0

4 : 0 0

4 月2 5 日(土) 1 畠: 3 0 5 月1 3 日(水) 1 3 : 3 0 5 j] 2 3 El( i ) l 4 : 0 0

6 月 2 0 日( 土) 1 6 月2 7 日( 土) 1 3 : 3 0 7 月 8 日( 水) 1 3 : 3 0 了月2 5 日( 土) 1 4 : 0 0

8 月1 5 日( 土) 1 8 月2 2 日( 土) 1 3 : 3 0 9 月 9 日( 水) 1 3 : 3 0 9 月2 6 日( 土) 1 4 二0 0

1 0 月1 7 日( 土) 1 1 0 月2 4 日( 土) 1 3 : 3 0 1 1 月1 1 日( 水) 1 3 : 3 0 1 1 月2 8 日く土) 1 4 : 0 0

1 2 月1 2 日( 土) 1 1 2 月1 9 日(土) 1 3 : 3 0 1 月2 7 日(水) 1 3 : 3 0 1 月2 3 日( 土) 1 4 : 0 0

2 月2 0 日( 土) 1 2 月2 7 日( 土) 1 3 : 3 0 3 月1 0 日(水) 1 3 : 3 0 3 月2 7 日( 土).
1 4 : 0 0

参 加 費 3 0 0 円 ( 資料代)

申 込 み F A X O 2 2
-

2 5 6
-

0 5 3 3 または 0 9 0 - 7 5 2 6 - 7 8 2 6 (もんま)

( 2 0 0 9 年4 月 - 2 0 1 0 年3 月 : 日時変更ある場合会場に告知します)
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上か ら 4 分の 1 奄

換ろに折り返す｡

手 を フ く る｡

タ オ ル の 横 の

縁 家つ 衰 んで

2 ､ 3 一重香い て

直径 1 夢
ン

くら

い に し､ 内 職■

から誇の下に車t J て 左右そ れ ぞ

れに 韓コム を 皇 国掛け て国字次

の芋を つ くる亀

反頚髄も同様篭こ辞 っ たう ､ 最初

に作 っ た事由療ヨムを鈎禿で ク
ロ ス して ､ も う

- ･

方 の 芋に 掛け

て止め る ｡

白と黒 の鑑をそ れ ぞ れ 丸く磨り-i.

い た もの を張 っ て 日毎を作る ｡ 文

具 店な ど にあ るタ ッ ク シ ー ル を使

うと便利¢'

枚Å 車

願意晋 愚奄琴 タオル (長方形) 輪ゴム
タックシ
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つ ま んで

た くL , 上手ぎる ｡

タオル をた くし上げ､

買の 韓コム が見 えな く
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ほど

余計に かぶ せ る缶

上頗の 両轟を絞り寄せ て､

轟コムを八 の字に 鰍 ナるo
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笥 の後で

クロス
観 車
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か ぶ 曽 たタオ)i] の 上磯か ら 5 貰
5'

培 ど下に轟ゴムを 1 旗掛 ナ,

後頭部でクE3 スさせ､ 顔磯の上からl 夢
p

の とこ ろにき釧ナる守

よ萄を折り返 して上蔀の輪 ゴム を醸す o

⑲
うつ ぶ せ に寝 かせ ､ 事 の下か ら約 1 0 享

ン
の と

ころに ､ 輪ゴ ムを こ真 に掛け る¢

癖 静 電鞠重態 盛鍔 野
訳
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タオ ル の 珊長 い部分を巻く｡

前足の 後ろの 部分に ､ 輪ゴ ムを轟で押さ

えな が ら掛Il ､ ウ サギ の 後 ろで ク ロス さ

せ ､ 反対側の殉 じi立置に _ 鞄捗 る o

患 い か わ た け ･お

及川丈夫主h

レ パ ー トリ ー 抜 3 0 O 種類 とか 0 日 々 新

し い 作品作り に取 り組ん で い ます ｡ ま た

r 世帯に広が れ!至タ オ ル 人形j を ブロ ゲ

で公鴇中です｡

h tt p :/ / b k )g s .y a h o o . c o .j p /
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s h i n b o n b o s hi n

二 重の輯 コムを 2 本とも 広 げ ､

背中のほ うか ら一 軍を 通 し､

ウ サギの壱 ごに掛 ける .

背中に し つ ぼを背負うように大き く とり､

鏡 コム 章二 董 ･ 三重に鱒ける｡




